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風と流れに関する様々な課題に対応した
風洞試験・数値シミュレーションの高度利用支援サービス

民間企業や大学等が単独で保有することが困難な先端研究
施設として、流体技術研究で相補的関係にある『風洞試験
設備（アナログ風洞）』と『スーパーコンピュータ（デジ
タル風洞）』を共用に供し、分野を問わず、風と流れに関
する様々なユーザーニーズに対応した高度利用支援を行い、
流体科学に立脚する科学技術イノベーションを強力に促進
することを目指しています。

概要



『風と流れのプラットフォーム』の連携

民間企業の製品・研究開発に国内最先端の風洞実験施設やスーパーコンピュータ
が利用できます。
利用課題に適した施設の紹介と実験方法（風洞、スパコン）を提案いたします。
これら施設の利用が未経験という企業でも手厚い技術支援で安心してご利用いた
だけます。

連携効果
全国レベルで
利用者ニーズ
に対応
目的と予算に
応じた適切な
実験施設の提
案・支援
風洞実験と数
値シミュレー
ションの融合
による新たな
価値の創出
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『プラットフォームの活動と成果』

「風と流れのプラットフォーム」のホームページ上に
日々の活動状況と成果の一部が掲載されています。



『支援・サポート体制・ご利用の流れ』

利用者へのきめ細かな支援
ご利用に関するご相談やお問合せは、「風と流れのプラットフォーム」の
ホームページにあるワンストップサービス窓口にて承ります。
各実施機関では施設のご利用に係る助言・技術指導等のサポートを行える
体制を備えております。
風洞実験や数値シミュレーションが未経験という企業様も歓迎いたします。
対象課題：物理・気象・海洋・天文などの理学や、航空・機械・土木・船舶・

建築・化学工学などの工学、さらに医学・生物学・農学・スポーツ
科学など

柔軟に対応いたしますので、まずはお気軽にご相談ください。
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